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 論文内容の要旨
 <序>
理化学硯究所
(慮dbraiR一員
伝子をスクリー
ィッシュrεpo3
マウスR3po3で
 ることが推測できた。
.R-SPORdi糞は
して釦ri虻li
残基に富む領域
 ウスの作製と解析、また摺切2変異マウスの解析を行った。
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 その機能については未解明の部分が多い。
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 <Rspo2の機能解析>
マウスRs砂2も
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翫tは生体内
 ることは、生命現象を理解するのに欠かせないであろう。
肝spo慮hの発
 命科学を知る上で重要な役割を果たすと考える。
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分泌型の正の修
 ウスの作製と解析、また花柳02変異マウスの解析が行われた。
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損が見られた。
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